






今年の 4 月に 1 年生が69人入学してきました。この 1 年生
を迎えて，恒例となっているフレッシュマンキャンプが， 4
月15日，16日の 1 泊 2 日の日程で，伊勢原セミナーハウスに
て開催されました。フレッシュマンキャンプ実行委員会のメ
ンバーである 2 ～ 4 年生の主導のもと，新入生同士，あるい
は教員との交流を深める機会となりました。大学院では修士


















































名， 2 年次には15名が在籍し，また博士課程 2 年次には 3
名， 5 年次には 1 名， 6 年次には 2 名が在籍していました。
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成29年度の人員構成は，教員 1 名，客員研究員 1 名，博士研









今年度も， 4 月に 2 週間，そして10月に 1 ヶ月間，ノル
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ています。平成29年度の人員構成は，教員 1 名，ポスドク 1
名，大学院生 7 名（修士 1 年： 2 名，修士 2 年： 3 名，博士



































合」』『ベイズ統計モデリング : R, JAGS, Stan によるチュー
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dundant sets of landmark information by humans （Homo 
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院生 4 名，学部学生13名（ 1 名留学）のゼミとなりまし
た。昨年は台風で中止となった夏合宿を，今年は 2 泊で行い
ました。 4 年生に欠席者がいたものの， 2 年分かと思われる
ような盛り上がりとなりました。




























平成29年 3 月に 7 名の卒業生を輩出し，今年度は 4 年次 3










































































平成29年 3 月15日に，総ページ数 100ページの専修大学山
上研究室年報 Annals of Yamagami Laboratory Vol.7 を刊行
しました。第 7 巻は，卒業論文 3 編（堀江隆太君，久万歩奈




「「基礎実験 2 」―次の半世紀へ（ 1 ）」が掲載されました。
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平成29年度の構成メンバーは，大学院 1 年生 2 名， 2 年生






























































































































































































吉田　光成　教師のスクールカウンセラーへの “ 相談行動 ”
に関する研究　―行為の内在化された意味の探索から―　
（下斗米・高田）
栗本　夏織　自傷行為における様態の変遷と内面プロセス　
（高田・下斗米）
Ⅵ．修士論文研究優秀ポスター発表
最優秀賞　北條　大樹　ML16-7011J
 　　　（主指導：岡田謙介，副指導：長田洋和）
優 秀 賞　菊池　羽音　ML16-7003J
　　　　 （主指導：国里愛彦，副指導：澤　幸祐）
Ⅶ．研究室専任教員異動
藤岡新治特任教授が定年を迎えられ平成29年度末をもって
退職されます。文学部人文学科心理学コース，文学部心理学
科，人間科学部心理学科における専門教育ならびに専修大学
全体における心理学の教養教育へのご尽力と，研究室の運営
に対する多大なるご貢献に，研究室一同心よりお礼を申し上
げます。
岡田謙介准教授が平成29年度末をもって退職されます。人
間科学部心理学科における心理統計学の研究教育の端緒を築
いてくださったことに，研究室一同心よりお礼を申し上げる
とともに，今後のご活躍を祈念いたします。
久方瑠美助教が平成29年 4 月をもって退職されました。研
究室として初めて迎えた助教として研究と教育に従事してい
ただきました。これからのますますのご活躍を研究室一同で
祈念いたします。
次頁に，研究室専任構成員の在職歴を示します。
58
専
修
大
学
心
理
学
研
究
室
専
任
構
成
員
の
在
職
歴
開
設
・
改
組
年
度
人
格
学
習
生
理
知
覚
発
達
社
会
臨
床
認
知
発
達
臨
床
臨
床
心
理
査
定
犯
罪
臨
床
神
経
リハ
ビ
リテー
ショ
ン
障
害
（
児
）
心
理
統
計
助
教
実
習
助
手
他
学
部
専
任
教
員
文
学
部
人
文
学
科
心
理
学
コ
ー
ス
S4
2
19
67
重
松
　
毅
金
城
　辰
夫
河
内
　十
郎
中
谷
　和
夫
野
口
真
知
子
S4
3
19
68
｜
｜
｜
｜
椙
山
喜
代
子［
経
済
］
中
野
繁
喜［
経
営
］
S4
4
19
69
｜
｜
｜
｜
｜
｜
S4
5
19
70
｜
｜
｜
↓
｜
｜
S4
6
19
71
｜
｜
｜
（
退
職
）
｜
｜
S4
7
19
72
｜
｜
｜
高
橋
　澪
子
（
上
野
直
子
）
｜
｜
S4
8
19
73
｜
｜
↓
｜
伊
藤
　博
子
｜
｜
S4
9
19
74
｜
｜
（
退
職
）
｜
｜
｜
｜
S5
0
19
75
｜
｜
東
條
　正
城
｜
森
 武
夫［
法
］
｜
｜
｜
S5
1
19
76
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
S5
2
19
77
（
在
外
）
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
S5
3
19
78
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
S5
4
19
79
｜
｜
｜
｜
山
上
　精
次
｜
｜
｜
｜
S5
5
19
80
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
S5
6
19
81
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
S5
7
19
82
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
S5
8
19
83
｜
（
在
外
）
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
S5
9
19
84
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
S6
0
19
85
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
S6
1
19
86
｜
｜
｜
｜
｜
藤
岡
新
治［
商
］
｜
｜
｜
｜
S6
2
19
87
｜
｜
（
国
内
）
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
S6
3
19
88
↓
｜
｜
｜
｜
岡
　
隆
｜
｜
｜
｜
｜
H
1
19
89
（
定
年
，
名
誉
教
授
）
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
H
2
19
90
岡
村
達
也
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
H
3
19
91
｜
｜
｜
｜
（
在
外
）
｜
｜
｜
｜
｜
｜
山
下
 清
美［
経
営
］
大
学
院
文
学
研
究
科
心
理
学
専
攻
修
士
課
程
H
4
19
92
｜ ｜
｜ ｜
｜ ｜
｜ ｜
｜ ｜
｜ ↓
岡
部
　祥
平
｜ ｜
｜ ｜
｜ ｜
志
村
由
起
枝
（
H
4，
9～
）
｜ ｜
｜ ↓
｜ ｜
H
5
19
93
｜
｜
｜
｜
｜
（
退
職
）
｜
｜
｜
｜
｜
｜
（
定
年
，名
誉
教
授
）
｜
大
学
院
文
学
研
究
科
心
理
学
専
攻
博
士
課
程
H
6
19
94
｜ ｜
｜ ｜
｜ ｜
｜ ｜
｜ ｜
｜ ｜
中
谷
　和
夫
（
再
）
｜ ｜
｜ ｜
宮
森
孝
史［
経
済
］
｜ ｜
｜ ｜
｜ ｜
｜ ｜
H
7
19
95
｜
｜
｜
｜
｜
下
斗
米
　
淳
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
文
学
部
心
理
学
科
H
8
19
96
↓
｜
｜
↓
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
↓
｜
｜
H
9
19
97
（
退
職
）
乾
　
吉
佑
｜
｜
（
退
職
）
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
（
退
職
）
｜
｜
H
10
19
98
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
↓
｜
｜
波
田
野
由
美
｜
｜
H
11
19
99
｜
↓
↓
中
沢
　
仁
｜
｜
↓
｜
｜
（
定
年
，名
誉
教
授
）
｜
坂
爪
 一
幸［
法
］
｜
｜
｜
｜
H
12
20
00
↓
（
定
年
，名
誉
教
授
）（
H1
3，
2/
3逝
去
）
｜
｜
｜
（
定
年
）
｜
吉
田
　弘
道
｜
村
松
　励
［
商
］
（
国
内
）
↓
｜
｜
↓
↓
H
13
20
01
（
→
臨
床
）
廣
中
　直
行
｜
｜
｜
高田
夏子
（→
人格
）
｜
｜
｜
［
ネッ
トワ
ー
ク
情
報
］
｜
（
退
職
）
｜
｜
（
定
年
，名
誉
教
授
）
［ネ
ット
ワー
ク情
報］
H
14
20
02
高
田
夏
子
（
←
臨
床
）
｜
岡
田
　
隆
｜
｜
｜
乾
吉
佑（
←
人
格
）
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
青
木
み
の
り［
経
済
］
｜
H
15
20
03
｜
↓
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
↓
長
田
 洋
和［
法
］
｜
｜
↓
｜
H
16
20
04
｜
（
退
職
）
｜
｜
｜
｜
｜
↓
｜
｜
｜
（
退
職
）
｜
｜
｜
（
退
職
）
｜
H
17
20
05
｜
｜
｜
｜
（
在
外
）
｜
（
定
年
）
｜
｜
｜
｜
↓
｜
｜
H
18
20
06
（
在
外
）
澤
　
幸
祐
↓
｜
｜
｜
｜
大
久
保
街
亜
｜
｜
｜
岡
村
陽
子［
経
済
］
｜
（
退
職
）
｜
角
田
真
紀
子［
経
済
］
｜
H
19
20
07
｜
｜
（
退
職
）
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
小
川
さ
や
夏
｜
｜
｜
H
20
20
08
｜
｜
石
金
　浩
史
｜
｜
｜
｜
｜
｜
（
国
内
）
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
H
21
20
09
｜
｜
｜
｜
｜
｜
（
国
内
）
｜
｜
↓
↓
↓
 
↓（
在
外
）
↓
｜
｜
｜
人
間
科
学
部
心
理
学
科
H
22
20
10
｜
｜
｜
（
国
内
）
｜
｜
｜
｜
｜
［
人
間
科
学
部
］
［
人
間
科
学
部
］
［
人
間
科
学
部
］
［
人
間
科
学
部
］
岡
田
　謙
介
（
退
職
）
｜
｜
｜
H
23
20
11
｜
｜
｜
｜
｜
｜
↓
｜
｜
｜
（
国
内
）
｜
｜
｜
榎
本
　玲
子
｜
｜
｜
H
24
20
12
｜
｜
｜
｜
｜
｜
（
定
年
，名
誉
教
授
）
｜
（
国
内
）
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
H
25
20
13
｜
｜
｜
｜
｜
｜
国
里
　愛
彦
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
H
26
20
14
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
（
在
外
）
｜
｜
｜
｜
｜
｜
H
27
20
15
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
（
特
任
教
授
）
｜
｜
｜
（
在
外
）
久
方
瑠
美
｜
｜
｜
｜
H
28
20
16
｜
｜
（
在
外
）
｜
｜
｜
｜
｜
｜
↓
｜
｜
｜
↓
↓
｜
｜
｜
｜
H
29
20
17
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
（
定
年
）
↓
↓
↓
（
退
職
）
（
H
29
.4退
職
）
↓
↓
↓
↓
高
田
　夏
子
澤
　
幸
祐
石
金
　浩
史
中
沢
　
仁
山
上
　精
次
下
斗
米
　淳
国
里
　愛
彦
大
久
保
街
亜
吉
田
　弘
道
藤
岡
　新
治
村
松
　
励
岡
村
　陽
子
長
田
　洋
和
岡
田
　謙
介
久
方
瑠
美
榎
本
　玲
子
波
田
野
由
美
